
画像は、福島県相馬市松川浦です。こちらで養殖しております
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・東日本大震災で工場や漁場が被災し原料調達が
できなくなった

・原料を求め国内、海外をまわり情報収集をおこ
なった

・その結果、あおさが食用として認知度が皆無と
知った

➡知られていないならばチャンスがあるかも！

輸出に取り組んだきっかけ
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しかし現実は甘くなかった…

・コロナ過のオンライン商談は進展なし

・ワカメは知っている。それ以外は全てSeaweed

・どのように食べるのか？

・アオノリ、アオサ、ヒトエグサ違いわからない

輸出に取り組んだきっかけ
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・海外輸出について様々な情報提供

・海外バイヤーの産地訪問・工場見学招致

・オンライン商談への招待

JETRO支援
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・福島県産水産品、震災後初EUへの輸出

・福島県松川浦産冷凍あおさ100gを約1500パック

JETROから支援いただいた成果

10月12日付福島民友新聞朝刊

10月12日付福島民報新聞朝刊
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・あおさレシピを拡充し多くの国で食べられるように

・あおさ加工品も活用し販路拡大を目指す

今後の目標
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